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十
月
二
十
六
日
㈫
、
宮
崎
市
民
文

化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
五
十
七
回
宮

崎
市
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
参
加
人

員
を
例
年
の
五
割
程
度
に
規
模
を
縮

小
し
ま
し
た
が
、
自
主
的
に
参
加
を

自
制
さ
れ
る
向
き
が
多
い
た
め
か
、

会
員
三
五
〇
人
が
参
加
す
る
大
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

井
園
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
で
始

ま
っ
た
式
典
は
、
国
歌
斉
唱
、
物
故

会
員
へ
の
黙
と
う
に
続
き
、
主
催
者

を
代
表
し
て
松
浦
会
長
が
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
次
に
、
田
上
宮
崎

副
市
長
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
市
長
・
会
長

表
彰
へ
と
移
り
ま
し
た

（
会
長
あ
い
さ
つ
、
受

賞
者
は
二
面
を
参
照
）。

　

表
彰
が
終
わ
り
、
来

賓
祝
辞
な
ら
び
に
来
賓

紹
介
に
続
き
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
中
央
東
地

区
・
青
葉
長
生
会
の
南

部
惠
副
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
、
さ
ら

に
、
厚
地
宮
崎
県
共
同
募
金
会
宮
崎

市
共
同
募
金
委
員
会
会
長
に
対
し
松

浦
会
長
か
ら
募
金
目
録
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
規
加
入
ク
ラ

ブ
の
紹
介
が
あ
り
、
松
本
副
会
長
が

大
会
宣
言
を
高
ら
か
に
読
み
上
げ
満

場
一
致
の
拍
手
で
採
択
、
最
後
は
日

髙
宮
崎
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
副
会
長
の
音
頭
に
よ
る
万
歳
三

唱
、
石
川
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
を

も
っ
て
式
典
は
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
、
例
年

行
っ
て
い
た
演
芸
や
講
演
の
部
は
実

施
さ
れ
ず
静
か
な
大
会
で
し
た
が
、

昨
年
来
の
自
粛
ム
ー
ド
の
中
、
久
し

ぶ
り
の
仲
間
と
の
集
い
に
笑
顔
が
溢

れ
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

第57回
宮崎市さんさんクラブ大会を開催！

市長表彰
優良老人クラブ会員

市長表彰
優良老人クラブ団体

会長表彰
個人の部

会長表彰
団体の部

会長表彰
加入推進優秀賞

会長表彰
加入推進賞

募金目録贈呈

受賞者謝辞

会場全員で万歳三唱
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■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

　

平
木　
　

香
（
鶴
島
親
和
会
）

　

長
友　
　

敏
（
中
村
長
寿
会
）

　

軸
丸　

律
子
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
花
山
手
さ
わ
や
か
会
）

　

伊
藤　
　

昭
（
大
坪
南
な
か
よ
し
会
）

　

井
手　

睦
子
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
生
目
台
東
う
ぐ
い
す
会
）

　

井
園
九
州
男
（
久
谷
オ
モ
ト
会
）

　

石
川　

定
雅
（
南
加
納
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

眞
方　
　

侃
（
第
三
池
田
台
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

本
堂　
　

賢
（
永
山
老
人
ク
ラ
ブ
）

■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
団
体

　

宮
本
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
（
会
長　

瀬
之
口　

巖
）

■
個
人
の
部

　

南
部　
　

惠
（
青
葉
長
生
会
）

　

岩
切
登
志
子
（
清
水
地
区
寿
会
）

　

押
川　

茂
留
（
和
知
川
原
・
大
橋
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
）

　

小
倉
千
恵
子
（
祇
園
鶴
友
会
）

　

松
浦　

宮
子
（
祇
園
鶴
友
会
）

　

山
田
マ
リ
子
（
神
宮
西
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

都
原　

満
雄
（
下
北
方
南
豊
寿
会
）

　

興
梠
宗
一
郎
（
花
ヶ
島
百
才
会
）

　

佐
藤　

能
史
（
大
田
北
永
寿
会
）

　

山
田　

安
則
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
花
山
手
さ
わ
や
か
会
）

　

湯
浅　

武
弘
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
花
山
手
さ
わ
や
か
会
）

　

中
野　

喬
介
（
源
藤
Ｃ
Ｇ
Ｉ
ク
ラ
ブ
）

　

黒
木　

清
秀
（
薫
る
坂
ア
ゼ
リ
ア
会
）

　

藤
㟢
マ
ツ
子
（
小
松
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
む
つ
み
会
）

　

今
西　

良
一
（
り
ん
ど
う
ヶ
丘
熟
年
ク
ラ
ブ
）

　

田
中
五
百
子
（
り
ん
ど
う
ヶ
丘
熟
年
ク
ラ
ブ
）

　

白
石
千
恵
子
（
大
塚
台
東
二
丁
目
き
ら
り
会
）

　

中
村　

年
弘
（
大
塚
台
東
二
丁
目
き
ら
り
会
）

　

新
名　

絹
子
（
大
塚
台
西
一
丁
目
む
つ
わ
会
）

　

大
津
留
タ
カ
子
（
大
塚
台
西
一
丁
目
む
つ
わ
会
）

　

桑
原　

五
男
（
大
塚
台
西
三
丁
目
地
区
ひ
い
ら
ぎ
会
）

　

蓑
部　

義
則
（
た
か
ら
会
）

　

池
松
光
治
郎
（
た
か
ら
会
）

　

村
上
紀
久
子
（
た
か
ら
会
）

　

押
川　

義
博
（
た
か
ら
会
）

　

熊
瀬
川
辰
見
（
上
富
吉
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

日
髙　

利
男
（
上
富
吉
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

齋
藤　

幸
子
（
大
炊
田
高
嶺
会
）

　

吉
原　

正
見
（
久
谷
オ
モ
ト
会
）

　

中
村　
　

怜
（
久
谷
オ
モ
ト
会
）

　

宮
部　

恵
子
（
小
牧
台
福
寿
会
）

　

吉
岡　

信
久
（
小
牧
台
福
寿
会
）

　

児
玉　

章
司
（
東
春
田
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

永
野　

博
友
（
東
春
田
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

尾
割　

利
秋
（
寿
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

髙
橋　
　

功
（
下
加
納
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

村
山　

次
男
（
下
加
納
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

松
本　

保
雄
（
か
の
う
台
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
福
寿
会
）

　

宮
川　

英
子
（
か
の
う
台
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
福
寿
会
）

　

杉
谷　

惠
子
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
飛
鳥
む
つ
み
会
）

　

境　
　

悦
子
（
ニ
ュ
ー
池
田
台
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

黒
木　
　

静
（
正
手
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

宮
路
エ
ミ
子
（
谷
ノ
口
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

國
部　
　

勇
（
岡
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

森
田
セ
ツ
子
（
岡
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

本
堂　

敏
子
（
永
山
老
人
ク
ラ
ブ
）

■
団
体
の
部

　

下
北
方
南
豊
寿
会
（
会
長　

川
㟢
紘
太
郎
）

■
加
入
推
進
優
秀
賞

　

宮
本
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
（
会
長　

瀬
之
口　

巖
）

　
■
加
入
推
進
賞

　

下
北
方
南
豊
寿
会
（
会
長　

川
㟢
紘
太
郎
）

　

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
（
会
長　

廣
田
美
佐
子
）

　

嶋
内
長
寿
会
（
会
長　

日
髙　

敏
雄
）

　

輪
囲
和
囲
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
（
会
長　

林　
　

正
俊
）

■
新
規
ク
ラ
ブ

　

月
見
ヶ
丘
お
ひ
と
り
さ
ま
の
会
（
会
長　

山
㟢
美
代
子
）

　

さ
く
ら
会
（
会
長　

田
原　

悦
子
）

　

北
地
区
河
川
愛
護
会
（
会
長　

斉
藤　

初
実
）

　

糸
原
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
（
会
長　

田
原　
　

孝
）

　

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ 

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ー
ラ
ス
み
や
ざ
き

（
会
長　

今
別
府
芳
暢
）

　

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ 

は
ま
ゆ
う
コ
ー
ラ
ス

（
会
長　

後
藤
万
里
子
）

　

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎 

あ
や
と
り
同
好
会

（
会
長　

中
武　

英
則
）

第
57
回
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会

　
　
　
　
受
賞
者
一
覧
（
敬
称
略
）

宮
崎
市
長
表
彰

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
会
長
表
彰

　私達さんさんクラブ宮崎市は、「健康・友愛・奉仕」の全
国三大運動を掲げ、一人ひとりが生きがいを持って安心して
暮らし、地域を豊かにするための多彩な活動を展開してまい
りました。
　しかしながら、高齢者人口が増加するにも拘わらず、生活
環境の変化に加え、就労年齢の高年齢化などから、さんさん
クラブへの新規加入者の減少が続くなど、老人クラブを取り
巻く環境は厳しいものになっています。
　さらに、新型コロナウイルスの感染拡大は、会員相互の交
流や社会貢献を中心とする老人クラブ活動に多大な影響を及
ぼしており、様々な取り組みの中止や縮小を余儀なくされて
います。
　老人クラブ活動に対する大きな逆風とも言うべきこのよう
な状況の中で、本日ここに、さんさんクラブ宮崎市の会員及
び関係者が一堂に集い、第 57 回宮崎市さんさんクラブ大会
が開催されるにあたり、会員一人ひとりが団結を深め、地域
の担い手としての自覚を持って、次の活動を実践することを
宣言します。

一、組織的な活動による健康と生きがいづくりへの取り組み
一、高齢者同士が支え合う友愛活動の展開
一、若手リーダーの育成と組織の強化
一、新会員の加入促進及び未組織地区におけるクラブの結成促進
一、社会奉仕活動の推進による豊かで安心な地域づくりへの貢献
一、世代間交流の推進と次世代人材の育成支援
一、交通安全意識の高揚と事故防止の一層の徹底

　　令和３年１０月２６日
第５７回宮崎市さんさんクラブ大会

大  会  宣  言
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一
、
宮
本
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
の

は
じ
ま
り
は
、
先
人
た
ち
の
つ

け
た
道
を
た
ど
る
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
は
、
同
好
者
の
集
い

で
し
た
。
宮
本
団
地
を
宅
地
造

成
す
る
と
き
に
見
捨
て
ら
れ
た

空
き
地
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

水
が
湧
き
出
る
湿
地
を
埋
設
す

る
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
周
囲
に

桜
と
椿
を
植
栽
し
て
公
園
化

し
、
休
憩
所
を
兼
ね
た
小
道
具

の
管
理
が
で
き
る
小
屋
を
設
け

て
、
集
会
や
遊
戯
広
場
の
基
礎

施
設
が
完
成
し
た
の
で
す
。
こ

れ
は
一
人
の
考
え
や
労
働
で
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

立
派
な
ク
ラ
ブ
活
動
だ
っ
た
の

で
す
。

二
、
平
成
二
十
九
年
時
点
の
状

況
は
、会
員
数
が
二
十
七
名（
男

九
・
女
十
八
）
で
少
数
な
が

ら
何
事
に
も
積
極
的
で
、
少
数

精
鋭
の
頼
も
し
い
人
た
ち
で
し

た
。
す
で
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方

も
あ
り
ま
す
。

　

会
の
集
会
は
、
総
会
以
外
は

行
わ
ず
、
必
要
事
は
行
事
の
休

憩
の
合
間
や
実
施
後
に
諮
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
年
会
費
は
、
当
初
千

円
と
し
ま
し
た
が
、
資
源
ゴ
ミ

回
収
の
「
報
奨
金
」
や
地
区
自

治
会
か
ら
の
「
補
助
金
」
が
あ

る
の
で
、
会
員
か
ら
の
徴
収
は

や
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
研
修
旅
行

時
の
宿
泊
代
は
参

加
者
負
担
と
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、

資
源
ゴ
ミ
回
収
は

政
策
で
無
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
分

活
動
は
縮
小
致
し

ま
し
た
。

三
、
会
員
数
の
拡

大
の
き
っ
か
け
は

市
老
連
の
指
導
に

対
す
る
方
策
を
考

慮
し
て
、
地
区
自

治
会
の
運
営
委
員

会
時
に
了
承
を
頂
い
て
、
回
覧

文
書
時
に
六
十
七
歳
以
上
の
方

（
地
区
の
敬
老
祝
賀
会
参
加
者

の
年
齢
基
準
）
に
老
人
ク
ラ
ブ

へ
加
入
さ
れ
る
方
の
自
主
署
名

を
お
願
い
し
た
結
果
、
一
五
六

名
（
男
六
十
五
・
女
九
十
一
）

の
ご
加
入
を
頂
き
、
一
挙
に
大

所
帯
と
な
る
縁
で
結
ば
れ
ま
し

た
。

　

自
問
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
は

何
か
？　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
電
話
で
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
そ
の
答

え
は
「
お
お
よ
そ

六
十
歳
以
上
の
方
で

自
主
的
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
で
あ
れ

ば
条
件
は
問
わ
な

い
」
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

そ
こ
で
、
六
十
歳

ま
で
年
齢
基
準
を
下

げ
た
と
こ
ろ
、
今
は

二
〇
八
名
と
な
り
、

地
区
自
治
会
加
入
世

帯
四
〇
八
世
帯
の
中

に
ク
ラ
ブ
加
入
者
が
占

め
る
姿
が
見
え
て
き
ま

し
た
。

四
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ク

ラ
ブ
活
動
は
、
参
加
者

を
呼
集
せ
ず
に
自
主
的

な
参
加
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
顔
ぶ
れ
は
変

わ
ら
ず
、
参
加
者
数
も

十
名
前
後
で
す
。
そ
れ

で
も
活
動
が
で
き
る
こ

と
は
良
し
と
し
ま
す
。

五
、
本
年
の
七
月
、
学

童
た
ち
が
夏
休
み
に
入
る
と
、

外
で
遊
ぶ
こ
と
も
な
く
静
か
に

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
制

限
が
あ
っ
て
、
活
動
を
中
止
し

ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
観
戦
が
十

分
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
あ
と
は

コ
ロ
ナ
の
終
息
を
待
つ
の
み
で

す
。

　

学
童
た
ち
の
元
気
な
登
下
校

の
姿
が
見
ら
れ
た
ら
、
老
人
た

ち
も
元
気
を
頂
け
ま
す
。

老
人
ら
し
く
生
き
る

宮
本
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ　

会
長

　

瀬
之
口　

巖

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市

　
会
長
　
松
浦
　
博
徳

友愛懇親活動　日帰り研修旅行

一泊二日研修旅行

一泊二日研修旅行

主
催
者
挨
拶

第
57
回 

宮
崎
市
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会

　

本
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感
染
者
が
激
減

を
見
せ
る
中
、
よ
う
や
く
二
年
ぶ
り
の
大
会
開
催
の
運
び
と

な
り
、
大
変
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご

出
席
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
か
ら
「
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
宮
崎
市
」
の
各
種
行
事
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
」
は
永
年
に

わ
た
り
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
全
国
三
大
運
動
を
掲
げ
、

一
人
一
人
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し
、
地
域

を
豊
か
に
す
る
た
め
の
「
社
会
奉
仕
活
動
」
等
多
彩
な
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
来
の

「
コ
ロ
ナ
禍
」
は
す
べ
て
の
人
々
の
生
命
と
健
康
を
脅
か
し
、

さ
ら
に「
重
大
な
経
済
損
失
」を
社
会
に
与
え
る
状
況
と
な
っ

て
お
り
、
私
た
ち
の
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
活
動
」
も
こ
の
よ

う
な
状
況
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
は
三
密
を
避
け
る
た
め
多
勢
が
参
加
す
る
事
業
は

こ
と
ご
と
く
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

会
員
相
互
の
「
ふ
れ
あ
い
の
機
会
」
が
作
れ
ず
、何
よ
り
「
引

き
こ
も
り
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
の
進
行
」
現
象
が
危
惧
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
熱
心
に
「
さ
ん
さ
ん
ク

ラ
ブ
活
動
」
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
各
ク
ラ
ブ
会
長
、
女
性

部
長
、
若
手
委
員
を
は
じ
め
と
し
た
役
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

何
と
も
残
念
な
歯
が
ゆ
い
思
い
の
一
年
余
り
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
高
齢
社
会
が
進
行
し
て
い
く
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
推
進
す
る
「
さ
ん
さ

ん
ク
ラ
ブ
活
動
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
中
で
大
き

な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
応
え
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
一
方
で
、「
会
員
の
減
少
」
と
と
も
に
、
役
員
の
な

り
手
等
が
無
く
、
や
む
な
く
「
ク
ラ
ブ
の
休
会
・
解
散
」
に

追
い
込
ま
れ
る
事
態
が
全
国
的
な
傾
向
と
な
り
、
本
県
・
本

市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
変
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
会
員
の
増
強
」と「
ク

ラ
ブ
の
休
会
・
解
散
」防
止
対
策
が「
焦
眉
の
急
」で
あ
り
、「
県

老
連
」・「
市
町
村
老
連
」
が
一
体
と
な
っ
て
、
会
員
の
増
強

と
組
織
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
対
策
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
一
部
編
集
）

宮
崎
市
長
表
彰
　
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
の
部

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
会
長
表
彰

加
入
推
進
優
秀
賞
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　交通のマナーを定めた「交通の方法に関する教則」が改
正され、「手上げ横断」が 43年ぶりに復活しました。
　宮崎市では「手上げ横断」の推進を目的として、「横断
歩道マナーアップ協定」締結式・宣言式を行い、宮崎市老
人クラブ連合会も協定に参加しました。つきましては、会
員の皆さまの本運動へのご協力をお願いします。

◆横断歩道マナーアップ協定 締結・宣言式
　令和 3 年 9 月 17 日㈮

【横断歩道マナーアップ運動の内容】
　宮崎市内の全年齢の歩行者に対して、信号機のない横断
歩道を渡る際の横断方法を周知徹底させて、横断歩道上の
事故を抑止する。
①信号機のない横断歩道を渡る際は、手を上げる、差し出
　す等して、ドライバーに自分の存在と横断する意思を伝
　えること。
②左右の安全確認後、車両が停止してから横断すること。

【協定締結機関・団体】
宮崎市
宮崎市教育委員会
宮崎市老人クラブ連合会
宮崎北・宮崎南・高岡警察署
宮崎北・宮崎南・
　高岡地区交通安全協会

　毎年 6月に開催している「健康リーダー研修会」は、本年度はコロナ感染
拡大の第 4波が落ち着いた時期と重なり、幸いにも全日程開催できました。
　今回の研修講師には、「NPO法人健康づくり研究会」日𠮷眞理子先生をお迎
えし、年を重ねるごとに弱くなる足腰の筋力トレーニング方法と実技を研修し
ました。
　市内 4カ所で開催し、日𠮷先生の指導の下、活動自粛で動く機会が少ない
身体をストレッチすると、ほどよく汗が出るようなトレーニングになり、自分
の筋力の衰えを感じながら、有意義で楽しい研修会になりました。

◆広瀬地区　佐土原体育館　47 名 ◆宮崎市民プラザ　67 名

◆田野地区　田野文化会館　62 名

令和３年度 健康リーダー研修会

◆生目地区　浮田公民館　　28 名

　

宮
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
の
第
二
十
回
さ
ん
さ

ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
、
十
月
二
十
日
㈬
宮
崎

県
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市

か
ら
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
部
に
十
九
チ
ー
ム
約
九
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
年

度
は
参
加
チ
ー
ム
数
を
前
回

の
六
割
程
度
に
抑
え
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
十
月
中
旬
を

過
ぎ
、
少
し
肌
寒
い
天
気
模

様
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
自
粛

解
除
後
の
久
々
の
ス
ポ
ー
ツ

行
事
で
あ
る
せ
い
か
、
皆
さ

ん
張
り
切
っ
て
コ
ー
ス
に
出

て
行
か
れ
ま
し
た
。

　

成
績
に
つ
い
て
は
、
木
花

地
区
曽
我
清
美
氏
の
健
闘
が

光
り
ま
し
た
。

■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

権
現
白
才
会
（
会
長　

宇
和
田　

弘
）

■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

　

西
村　

絹
子
（
東
花
ヶ
島
平
寿
会
）

　

川
邉　

啓
一
（
生
目
台
西
団
地
む
つ
み
会
）

　

柳
生　

京
子
（
シ
ニ
ア
活
動
ク
ラ
ブ
た
ら
ち
ね
会
）

　

伊
豆　

篤
子
（
恒
久
悠
々
ク
ラ
ブ
）

宮
崎
県
知
事
表
彰

上
学
ノ
木
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

会
長　

西
田　

英
介
氏
へ
の
伝
達
式

令
和
３
年
度

第
20
回 

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
！

Bコース3 位　曽我 清美氏　賞状授与

◆
総
合
優
勝

　
　

日
髙　

コ
ウ 

様

（
串
間
市
）

◆
Ｂ
コ
ー
ス
三
位

　
　

曽
我　

清
美 

様

（
木
花
地
区
）

　今年度の宮崎県さんさんクラブ大会は、新型
コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言中
の 8月開催を予定していたため中止となりま
した。さんさんクラブ宮崎市では各賞の伝達式
を地区老連ごとの分散開催としました。
　田野町さんさんクラブ連合会では、令和 3年
9月17日㈮に松浦会長出席のもと、公共施設の
駐車場にて伝達式を行いました。

⒈
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
永
年
勤
続
功
労
者

　

阿
萬
木
久
夫
（
清
水
地
区
寿
会
）

　

川
原　

輝
子
（
大
塚
台
東
一
丁
目
高
齢
者
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
）

　

師
藤　

幸
子
（
恒
久
悠
々
ク
ラ
ブ
）

　

上
野　

和
彦
（
リ
ベ
ラ
ル
一
ッ
葉
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　

西
田　

英
介
（
上
学
ノ
木
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

⒉
会
員
加
入
促
進
功
労
賞

⑴
会
員
拡
大
功
労
ク
ラ
ブ

　

宮
本
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
（
会
長　

瀬
之
口　

巖
）

⑵
新
規
発
足
ク
ラ
ブ

　

月
見
ヶ
丘
お
ひ
と
り
さ
ま
の
会
（
会
長　

山
㟢
美
代
子
）

　

さ
く
ら
会
（
会
長　

田
原　

悦
子
）

　

北
地
区
河
川
愛
護
会
（
会
長　

斉
藤　

初
実
）

　

糸
原
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
（
会
長　

田
原　
　

孝
）

　

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ー
ラ
ス
み
や
ざ
き

（
会
長　

今
別
府
芳
暢
）

宮
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
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は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た

び
、
正
式
ク
ラ
ブ
と
し
て
仲
間

入
り
し
た
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ 

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ー
ラ
ス
み
や
ざ

き
」
で
す
。
最
初
は
平
成
十
四

年
十
月
に
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮

崎
市
の
呼
び
か
け
で
集
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
宮
崎
で

行
わ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
全

国
大
会
で
合
唱
を
披
露
し
、

お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
同
好
会
と
し
て

月
に
四
回
の
練
習
日
（
基
本

は
木
曜
日
午
後
、
二
時
間
）

に
集
ま
り
、
中
村
禎
子
先
生

（
指
揮
者
）
財
津
敬
子
先
生

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
の
ご
指
導

で
い
ろ
い
ろ
な
合
唱
曲
を
練

習
し
て
い
ま
す
。
練
習
場
所

は
市
民
プ
ラ
ザ
四
階
練
習
室

で
す
が
、
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市

民
文
化
ホ
ー
ル
の
練
習
室
に

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

七
月
に
行
わ
れ
た
国
文
祭

「
童
謡
の
祭
典
」「
第
31
回

童
謡
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
」
に

出
演
し
ま
し
た
。
最
近
の
二

年
間
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
演

奏
会
に
参
加
す
る
機
会
が
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例

年
、
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
大
会
、
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

宮
崎
市
芸
能
文
化
発
表
会
員
の

集
い
、
春
の
音
楽
祭
、
童
謡
の

日
コ
ン
サ
ー
ト
、
シ
ニ
ア
コ
ー

ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に

出
演
し
て
い
ま
す
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ー
ラ
ス
み
や

ざ
き
は
混
声
合
唱
の
合
唱
団

で
、
入
会
資
格
は
六
十
歳
以
上

男
性
、
女
性
で
す
。
八
十
歳
を

超
す
団
員
も
い
ま
す
。
合
唱
は

健
康
や
ス
ト
レ
ス
発
散
に
最
適

で
す
。一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
歓
迎
で
す
。

　

今
ま
で
に
歌
っ
た
曲
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
時
計
台

の
鐘
」「
島
唄
」「
二
度
と
な
い

人
生
だ
か
ら
」「
早
春
賦
」「
あ

の
す
ば
ら
し
い
愛
を
も
う
一

度
」「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ハ
ネ

ム
ー
ン
」「
こ
の
街
で
」「
こ
ぎ

つ
ね
」「
埴
生
の
宿
」「
旅
愁
」「
卒

業
写
真
」「
見
上
げ
て
ご
ら
ん

夜
の
星
を
」「
故
郷
を
離
る
る

歌
」「over the rainbow

」

「
ほ
ほ
え
み
」「
思
い
出
の
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
」「
あ
ゝ
人
生
に
涙

あ
り
」「
わ
れ
は
海
の
子
」「
海
」

「
か
あ
さ
ん
の
歌
」「
せ
い
く
ら

べ
」「
仲
よ
し
小
道
」「
川
の
流

れ
の
よ
う
に
」

　

興
味
を
持
た
れ
た
方
、
お
気

軽
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
（
代
表
）

０
９
８
５
ー
５
２
ー
６
６
９
５

（
今
別
府
）

会
長　

今
別
府
芳
暢

　
「
月
見
ヶ
丘
お
ひ
と
り
さ
ま

の
会
」
は
今
年
二
月
に
二
十
名

の
賛
同
を
得
て
発
足
し
ま
し

た
。

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴

い
、
配
偶
者
を
亡
く
さ
れ
お
ひ

と
り
さ
ま
が
増
え
て
い
る
こ
と

を
憂
慮
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
状
況
の
中
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
数
が
減
少
し
、
会
員
数
も

減
少
し
て
い
る
話
を
聞
き
、
そ

れ
は
正
常
な
こ
と
で
は
な
く
、

見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て

は
な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
ま
し

た
。高
齢
者
が
寂
し
く
な
り「
ひ

き
こ
も
り
」
に
な
ら
な
い
よ
う

に
老
人
ク
ラ
ブ
の
効
用
を
再
認

識
し
て
、
会
話
を
楽
し
み
笑
い

声
を
あ
げ
る
明
る
い
生
活
が
で

き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会

の
活
動
を
い
か
に
広
げ
、
そ
の

質
を
高
め
る
こ
と
が
会
の
発
展

に
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
児
童
の
育
成
に
携
わ

る
人
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
励
む
人
、
世
界

の
日
本
の
名
曲
を
鑑
賞
す
る

人
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
目
指

す
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
け

ば
、
年
に
数
回
の
料
理
を
楽
し

む
会
、歩
く
こ
と
を
楽
し
む
会
、

囲
碁
会
（
初
心
者
を
対
象
に
し

た
）、
卓
球
、
水
泳
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
健
康
体

操
を
す
る
等
多
彩
な
活
動
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

特
に
歩
く
こ
と
は
、
青
島
海

岸
で
太
平
洋
か
ら
の
き
れ
い
な

風
を
満
喫
し
な
が
ら
脚
力
が
鍛

え
ら
れ
る
こ
と
を
理
想
と
し
ま

す
。
足
に
自
信
の
な
い
方
は
植

物
園
の
芝
生
の
上
を
散
歩
し
た

り
、
熱
帯
植
物
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
碁
は
ル
ー
ル
は
理
解

し
て
い
る
が
実
践
を
た
め
ら
う

人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
初
級
を
抜
け
出
す
場
を
提

供
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
活
動
は
他
の
老
人

ク
ラ
ブ
に
も
お
知
ら
せ
し
て
多

く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　

会
が
発
展
す
る
た
め
に
は
㈠

無
理
を
し
な
い　

㈡
一
部
の
人

に
負
担
を
掛
け
な
い　

㈢
皆
が

協
力
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え

ま
す
。
皆
が
十
分
に
力
を
発
揮

し
、
相
互
に
助
け
合
う
雰
囲
気

が
肝
要
で
あ
る
と
確
信
し
ま

す
。
そ
ん
な
会
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

会
長　

山
㟢
美
代
子

☆☆☆ さんさんクラブ宮崎市 会員募集 ☆☆☆

　さんさんクラブ宮崎市では、地域の仲間づくり
を目的に、健康づくりや介護予防のための活動、
趣味活動をはじめ、高齢者が相互に支えあう友愛
活動、子どもたちの見守りや美化活動など地域を
豊かにする社会貢献活動にも取り組んでいます。

８
ペ
ー
ジ
に
も
紹
介
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

広
域
ク
ラ
ブ
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私 た ち の 地 区 を 紹 介 し ま す

　わがクラブは住吉地区にあり、会員十六名の
小さなクラブです。お互いに気心も知り、和気
あいあいをモットーとしております。そんな中、
今年は 2名の新規加入がありました。さらに

会員の増強に努力したいと思っております。
　活動は県・市老連はもちろん住吉地区老連主
催や福祉関係の行事・イベント等にも積極的に
参加し、境下自治会の諸行事等にも率先して取
り組んでいます。

　また、単老としても年2回の誕生会や食事会・
公民館花壇の整備等を行い、さらには地域幼稚
園や小学校の皆さんとのふれあい、交流を大切
にしている、アットホームなクラブです。

　右の写真は、20 年にわたって瓢簞づくり・
神楽面づくりに努められた宮田フェニックスク
ラブの今井会長です。
　瓢簞は平和台公園等に展示されました。作ら
れた神楽面を着けて、面づくり愛好者たちと地

区の文化祭や各種行事で舞いました。面は住吉
神社に寄贈、またシーガイアに来ているアメリ
カ人が欲しい
とのことであ
げたそうで、
今はどうなっ
ているのかな
あとのことで
す。

　南部老人クラブは、地域社会
奉仕活動の一環として、住吉南
小学校生徒の集団登校見守り活
動を行っています。

①大島通線交差点 ②塩路地区交差点

　月曜日から金曜日にかけて毎朝交通指導を
行っています。歩くのが大変だという高齢の
方々を訪問し、いろんなお話を伺いながら楽し
く情報交換を行っています。

1友愛訪問 2通学時の見守り隊（月〜金）

　たぶのき会のメンバーにて平成 23 年に
ひょっとこ同好会を立ち上げて毎月 2回の練
習日を設けています。これまで、地区の福祉ま
つり、各施設、自治会行事等で披露しました。
大変喜ばれています。予約が入る状況です。

　ちびっこ広場で毎週草払い等の奉仕活動を行
います。一汗かいた後の話がみんなの楽しみで、
たぶのき会
の大切なコ
ミュニケー
ションの場
になってい
ます。

さんさんクラブ境下

地区会長　小坂　通弘

宮田フェニックスクラブ

南部老人クラブ

県住東ふれあい会

永池地区たぶのき会

会長　萩原　健太

会長　今井　信興

会長　野中　國治

会長　河口　秋幸

会長　小坂　通弘

東地区交流センター文化祭で獅子舞を披露
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　佐土原地区では 4つの単位老人クラブが、元気に・愉快に・
そしてあふれる奉仕心で活動しています。
　地域の高齢者施設への訪問や、地区老連運動会やグラウンド・ゴルフ大会な
ど地区事業として計画していますが、最近はコロナ禍で実施が難しい状況です。
それでも、花づくり活動や児童見守りは感染予防しながら活動を続けています。

日本舞踊、カラオケ、フラダンス
などを披露。この2年はコロナ禍のため訪問を断られており、
なかなか発表の機会を持つことができておりません。

沿道に芝桜やメランポジウムが咲き誇っています。

先生の指導のもと、
土となじみながら作
品をつくりました。

佐土原小学校体育
館にて、1年生の
児童と昔遊びで交
流しました。

登校する児童の見
守り活動をしてい
ます。

会員にひょうたんを
配って絵付けしても
らい、大きな作品に
しました。

東春田老人クラブ
追手親睦会
下八蚊さんさんクラブ
久保土げんき会

地区会長　橋本　　徹

私 た ち の 地 区 を 紹 介 し ま す
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は
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て
は
お

り
ま
す
が
、
新
入
会
員
も
あ
っ

て
現
在
十
五
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
中
に
は
車
の
免
許
を

持
た
な
い
人
等
も
い
て
全
員
の

参
加
は
難
し
い
も
の
の
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
幅
広
く
対

応
し
て
お
り
、
幼
稚
園
、
児
童

ク
ラ
ブ
、高
齢
者
の
サ
ロ
ン
等
、

声
が
か
か
れ
ば
ど
こ
に
で
も
行

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ

ひ
も
さ
え
持
っ
て
行
け
ば
良
い

の
で
そ
の
点
は
楽
で
す
。
高
齢

者
の
集
ま
り
で
あ
や
と
り
を
す

る
場
合
、
ま
ず
出
会
う
場
面
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
一
人
あ
や

と
り
の
場
合
、
子
供
の
頃
に
し

た
こ
と
が
あ
る
あ
や
と
り
の
思

い
出
話
が
あ
っ
て
、
手
首
に
ひ

も
を
巻
き
付
け
る
と
こ
ろ
ま
で

は
思
い
出
す
の
で
す
が
、
そ
の

後
の
取
り
方
が
出
て
こ
な
い
。

何
十
年
も
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
取
り
方
を
忘
れ
て
い
る
の
で

す
。
戦
後
の
慌
た
だ
し
い
変
化

と
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
そ
の
他

の
新
し
い
遊
び
が
面
白
く
て
、

あ
や
と
り
な
ど
す
る
気
に
な
ら

な
か
っ
た
の
も
当
然
で
す
。
そ

れ
で
も
一
緒
に
あ
や
と
り
を
し

て
い
る
と
少
し
ず
つ
思
い
出
し

て
簡
単
な
あ
や
と
り
で
も
最
後

ま
で
で
き
た
時
の
笑
顔
は
本
当

に
嬉
し
そ
う
で
見
て
い
る
こ
ち

ら
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
残
念

な
が
ら
あ
や
と
り
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
る
人
は
ご
く
わ
ず

か
で
、
会
員
の
減
少
を
カ
バ
ー

す
る
ほ
ど
の
入
会
者
は
見
込
め

な
い
現
状
で
す
。
あ
や
と
り
文

化
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、

で
き
る
だ
け
大
勢
の
人
前
で
あ

や
と
り
を
紹
介
す
る
こ
と
で
興

味
を
持
つ
人
を
増
や
し
て
い
く

し
か
方
法
は
無
い
よ
う
で
す
。

特
に
子
供
た
ち
と
あ
や
と
り
を

す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
細
く
て
迂
遠
な
道
な
が
ら

最
善
・
確
実
な
方
法
の
よ
う
に

見
え
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
の
同
好
会
は
平
成

二
十
三
年
二
月
、
あ
や
と
り
に

興
味
を
持
っ
た
宮
崎
市
内
の

二
十
一
名
が
集
ま
っ
て
発
足

し
、
今
日
ま
で
活
動
を
続
け
て

い
る
小
さ
な
団
体
で
す
。
世
界

の
あ
ち
こ
ち
に
三
〇
〇
〇
種
以

上
も
あ
る
と
言
わ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
あ
や
と
り
を
マ
ス
タ
ー
す

る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
あ
や
と
り

を
子
供
か
ら
高
齢
者
に
至
ま
で

幅
広
く
伝
え
て
、
あ
や
と
り
人

口
を
増
や
す
こ
と
を
主
た
る
活

動
と
し
な
が
ら
十
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
最
初
の
二
十
一
名

　

よ
り
広
く
ク
ラ
ブ
仲
間
を
増

や
そ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

趣
味
活
動
等
か
ら
も
参
加
可
能

と
い
う
“
広
域
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
”
の
形
態
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

の
基
本
理
念
で
あ
る
“
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
”
は
私
た
ち
の
活

動
と
リ
ン
ク
す
る
と
こ
ろ
が
多

く
、
お
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
し

た
。
幸
い
に
も
六
月
か
ら
ご
一

緒
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
ま
ゆ
う
コ
ー
ラ
ス
は
女
声

コ
ー
ラ
ス
と
し
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
昭
和
四
十
五
年
に
発

足
し
、
歌
い
続
け
て
半
世
紀
を

迎
え
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
の
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
私
た

ち
も
集
う
こ
と
も
コ
ー

ラ
ス
の
練
習
も
思
う
よ

う
に
で
き
な
い
日
々
が

続
き
ま
し
た
が
、
今
年

三
月
七
日
に
節
目
と
し

て
「
五
十
周
年
記
念
演
奏

会
」
を
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス

タ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
て
開

催
致
し
ま
し
た
。
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
ゲ
ス

ト
も
な
く
、
団
員
の
み
・

無
観
客
で
異
例
の
催
し

と
致
し
ま
し
た
。
な
ん
と

か
行
う
こ
と
が
で
き
た

こ
と
で
満
足
感
と
安
堵

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
休
み

の
間
気
持
ち
が
沈
み
考

え
方
も
後
ろ
向
き
に
な

り
が
ち
で
し
た
が
、
演
奏

会
を
無
事
終
え
た
こ
と

会
長　

中
武　

英
則

で
皆
で
一
緒
に
歌
い
た
い
と
い

う
思
い
が
一
段
と
強
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
無
事
終
わ
り
、
ア

ス
リ
ー
ト
の
活
躍
に
多
く
の
感

動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ

て
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に

思
い
を
は
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
た
ち
も
“
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
”
に
加
入
す
る
こ
と
で
幅
広

い
会
員
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を

広
め
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
豊
か
な
日
常
を
め
ざ
し
て

会
長　

後
藤
万
里
子

５
ペ
ー
ジ
に
引
き
続
き
の
ご
紹
介
で
す
。

広
域
ク
ラ
ブ
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新
婚
五
カ
月
で
妊
娠
五
カ
月

の
私
は
、
主
人
の
転
勤
で
故
郷

と
同
じ
港
町
の
細
島
に
移
住
。

私
の
人
生
行
路
の
始
ま
り
だ
っ

た
。
初
出
産
は
隣
町
日
向
市
富

高
に
決
め
て
、
産
前
産
後
一
カ

月
近
く
は
母
と
夏
休
み
中
の
妹

が
来
て
く
れ
て
故
郷
の
ま
ま
の

気
持
ち
で
過
ご
し
た
。
赤
子
は

順
調
に
育
ち
三
十
三
日
目
の
宮

参
り
も
滞
り
な
く
済
ん
だ
。

　

そ
の
頃
に
実
家
に
間
借
り
し

て
い
た
船
乗
り
さ
ん
と
奥
さ
ん

が
細
島
港
に
寄
港
。
お
祝
い
を

頂
き
、
故
郷
の
様
子
を
聞
か
さ

れ
て
嬉
し
い
日
が
過
ぎ
た
頃

に
、
故
郷
に
帰
ろ
う
か
な
あ
と

思
い
始
め
た
。
産
前
産
後
は
体

の
た
め
に
自
粛
し
て
家
に
い
る

こ
と
、
両
親
も
遠
出
は
赤
子
の

た
め
に
駄
目
だ
よ
と
聞
か
さ
れ

て
い
た
の
に
。

　

主
人
は
職
場
の
宿
直
で
留

守
。
そ
の
夜
に
帰
る
準
備
を
し

た
。
赤
ち
ゃ
ん
用
品
を
バ
ッ
グ

に
詰
め
込
ん
で
、
お
に
ぎ
り
と

白
湯
を
用
意
し
て
、
朝
方
に

帰
っ
て
く
る
主
人
を
待
た
ず
に

新
生
児
を
抱
き
、
国
鉄
細
島
駅

始
発
六
時
に
出
発
。
細
島
線
、

日
豊
線
、
鹿
児
島
線
、
志
布
志

線
と
乗
り
継
い
で
故
郷
油
津
へ

向
か
っ
た
。

　

鈍
行
の
汽
車
の
窓
か
ら
碧
い

海
、
山
間
の
紅
葉
が
か
っ
た

木
々
を
眺
め
、
赤
子
を
あ
や
し

て
退
屈
で
は
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
清
々
し
い
気
持
ち
で
故
郷
へ

の
気
持
ち
が
続
い
た
。
都
城
駅

で
乗
り
換
え
た
時
、
乗
客
の
母

の
年
齢
の
よ
う
な
人
が
「
ま

あ
！ 

何
カ
月
ね
？
」「
一
カ
月

過
ぎ
た
ば
か
り
ね
？ 

お
と
な

し
い
ね
！
」
に
嬉
し
い
笑
顔
で

返
事
し
た
。
主
人
の
実
家
が
あ

る
福
島
今
町
駅
に
は
急
に
下
車

を
決
め
る
。
義
父
母
は
喜
ん
で

く
れ
て
労
い
の
言
葉
が
。
そ
の

と
き
は
、
少
し
反
省
の
気
持
ち

が
よ
ぎ
っ
た
の
だ
が
、
気
持
ち

一
途
に
故
郷
へ
。

　

油
津
駅
に
着
い
た
。
実
家
で

は
両
親
も
弟
妹
も
驚
き
の
笑
顔

で
迎
え
て
く
れ
て
「
大
変
だ
っ

た
ね
え
。
赤
子
は
泣
か
ん
か
っ

た
ね
え
！
」

　

故
郷
の
空
気
が
私
を
包
ん

だ
。

　

貨
物
船
の
船
乗
り
さ
ん
夫
婦

は
ま
だ
油
津
港
に
帰
港
は
な

か
っ
た
。

　

地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
の
出
来

事
で
あ
る
。
一
〇
〇
人
余
り
が

参
加
し
て
行
わ
れ
る
大
き
な
大

会
で
あ
る
。
そ
れ
な
り
に
会
場

も
準
備
さ
れ
て
行
わ
れ
る
。
そ

の
と
き
の
会
場
は
、
な
ぜ
か
本

部
テ
ン
ト
の
す
ぐ
前
に
会
長
の

お
立
ち
台
が
置
か
れ
、
こ
れ
ま

た
、
選
手
の
集
合
も
会
長
の
お

立
ち
台
の
す
ぐ
前
に
整
列
し
て

い
る
。

　

大
会
が
始
ま
り
、
い
よ
い
よ

小
生
の
担
当
す
る
選
手
宣
誓
で

あ
る
。
指
名
を
受
け
会
長
の
前

に
進
み
出
る
と
、
会
長
の
顔
が

す
ぐ
目
前
に
あ
る
感
じ
で
、
一

瞬
、
近
す
ぎ
る
と
感
じ
た
。
宣

誓
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
宣

誓
も
終
わ
り
の
方
に
な
っ
て
、

ふ
と
会
長
の
顔
を
見
る
と
、
か

つ
て
大
分
県
の
国
東
半
島
で
写

真
を
撮
っ
た
石
仏
像
に
感
じ
が

よ
く
似
て
い
た
（
失
敬
）。
そ

の
瞬
間
、
言
お
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
出
て
こ
な
い
。
詰
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
頭
の
中
が
真
っ

白
に
な
り
、
ど
こ
ま
で
話
し
た

か
思
い
出
せ
な
い
。
宣
誓
と
い

う
の
は
勢
い
よ
く
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
や
る
も
の
で
「
え
〜
」
と

か
「
あ
〜
」
と
か
の
ん
び
り
や

れ
な
い
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
調
子

よ
く
話
し
て
い
た
だ
け
に
ス

ト
ッ
プ
す
る
と
、
間
が
非
常
に

長
く
感
じ
る
。
誰
か
が
後
ろ
の

方
で
「
な
ん
で
も
い
い
が
喋
り

な
い
」
と
小
さ
な
声
で
応
援
し

て
く
れ
る
。
し
か
し
「
簡
単
に

は
妥
協
し
な
い
」
と
い
う
自
分

の
人
生
観
の
よ
う
な
も
の
が
意

地
を
張
っ
て
沈
黙
。

　

仕
方
な
く
、
他
の
こ
と
を
話

そ
う
と
思
っ
た
瞬
間
、
話
す
べ

き
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
話
し

て
み
る
と
最
後
の
一
言
、
二
言

だ
け
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

大
会
前
に
家
内
か
ら
「
練
習

し
な
く
て
も
良
い
の
か
」
と
言

わ
れ
て
い
た
が
、
決
ま
っ
た
こ

と
を
言
う
だ
け
で
練
習
の
必
要

は
な
い
と
舐
め
て
か
か
っ
た
の

が
良
く
な
か
っ
た
。
一
度
で
も

練
習
を
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た

と
後
悔
。
参
加
し
て
い
た
皆
さ

ん
に
気
を
も
ま
せ
、
大
変
申
し

訳
な
く
反
省
を
し
て
お
り
ま

す
。
後
期
高
齢
期
に
入
っ
て
初

め
て
「
か
い
た
恥
」。
思
い
出

の
一
つ
と
し
て
墓
場
ま
で
持
っ

て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

沈
黙
の
宣
誓

故
郷
へ
帰
る

第
３
池
田
台
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

　

会
長　

富
永　

澄
郎

岡
老
人
ク
ラ
ブ

　

女
性
部
長　

森
田
セ
ツ
子

清武地区

清武地区

会
員
の
ひ
ろ
ば

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
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古
い
言
葉
は
全
て
、
東
京
に

来
て
変
化
し
、
新
し
い
言
葉
が

生
ま
れ
る
と
い
う
説
が
あ
り
、

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
東
京

弁
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
根

本
で
別
の
意
味
が
あ
る
の
に
関

わ
ら
ず
、
無
理
や
り
に
合
致
さ

せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。

　

た
と
え
ば
、
万
葉
集
に
（
秋

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
頃
、

あ
ゆ
る
実
ぞ
、
ふ
る
さ
と
が
恋

し
い
）
と
い
う
よ
う
な
防
人
の

歌
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

「
あ
ゆ
る
実
」
で
あ
る
。
解
説

で
は
「
熟
ゆ
る
実
」「
熟
れ
た

柿
の
実
」
の
こ
と
で
あ
る
と
。

　

読
み
手
は
防
人
で
あ
る
。
租

庸
調
制
の
税
制
が
敷
か
れ
、
使

役
に
よ
る
納
税
で
駆
り
出
さ
れ

た
地
方
人
た
ち
。
貧
し
い
か
ら

と
言
っ
て
、
歌
が
詠
め
な
い
人

ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
し
、
歌

を
書
き
つ
け
る
役
人
も
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
九
州
か

ら
も
か
き
集
め
ら
れ
た
。
九
州

北
部
で
は「
あ
ゆ
る
」と
は「
落

ち
る
」
こ
と
を
指
す
。

　

人
が
落
ち
た
ら
、
語
頭
に
強

め
の
助
詞
を
つ
け
て
「
柿
の
木

か
ら
、
チ
あ
え
た
」「
選
挙
で
、

シ
ッ
チ
あ
え
た
」。
木
の
実
で

は
「
栗
の
実
が
、
そ
ろ
そ
ろ
、

あ
え
た
頃
じ
ゃ
ろ
う
」「
シ
イ

の
実
が
、
も
う
あ
え
と
っ
た
」

と
い
う
よ
う
に
使
う
。

　

防
人
に
戻
ろ
う
。
晩
秋
、
空

気
が
冷
え
て
く
る
と
、
シ
イ
、

カ
シ
、
ク
ヌ
ギ
、
柿
、
栗
の
落

ち
る
音
が
す
る
。
微
か
な
音
が

す
る
た
び
に
耳
を
そ
ば
だ
て
、

山
川
を
思
い
、
子
供
の
頃
を
思

い
出
し
、
父
母
は
、
妻
子
は
健

や
か
か
？　

思
い
は
廻
っ
て

も
、
現
実
が
変
わ
ら
な
い
。
膝

を
抱
え
て
暖
を
取
る
し
か
手
立

て
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
が
望
郷
の
音「
あ
ゆ
る
実
」

で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
。「
あ

ゆ
る
実
」
は
「
落
ゆ
る
実
」
が
、

防
人
の
悲
哀
を
実
現
す
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い
解
釈
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

関
東
平
野
は
、
湿
地
帯
で
荒

地
が
多
か
っ
た
所
。も
ち
ろ
ん
、

縄
文
・
弥
生
の
生
活
が
営
ま
れ
、

室
町
鎌
倉
の
戦
が
あ
り
、
江
戸

の
文
化
が
花
開
い
た
所
。
で
も

た
か
だ
か
九
〇
〇
か
ら
数
千
年

前
。
本
格
的
な
都
市
づ
く
り
は

江
戸
幕
府
が
で
き
て
か
ら
の
新

興
都
市
に
過
ぎ
な
い
。
そ
ん
な

に
古
い
言
葉
が
全
て
残
っ
て
い

る
と
は
思
え
な
い
。
東
京
の
言

葉
が
そ
ん
な
に
偉
い
わ
け
は
、

ど
こ
に
も
な
い
。

　

ま
た
、
上
方
と
い
わ
れ
る
京

都
周
辺
の
言
葉
で
さ
え
、
歴
史

の
中
に
置
き
忘
れ
ら
れ
た
言
葉

が
多
く
あ
る
と
い
う
。
地
方
の

歴
史
は
計
り
知
れ
な
い
。
古
く

か
ら
中
央
と
の
つ
な
が
り
が
あ

り
、
古
い
言
葉
も
多
く
残
っ
て

い
る
。わ
れ
わ
れ
が
知
ら
ず
に
、

普
通
に
使
っ
て
い
る
言
葉
の
中

に
、
古
語
に
分
類
さ
れ
る
も
の

が
多
く
あ
る
と
い
う
。

　

東
京
弁
が
絶
対
基
本
と
の
概

念
を
払
拭
し
て
い
け
れ
ば
爽
快

で
あ
る
。

（弁）えいらく法律事務所からのお知らせ

宮崎県弁護士会所属
弁護士法人えいらく法律事務所　弁護士　真早流踏雄

宮崎市永楽町182−6　電話 0985−23−1355

えいらく法律事務所

コラム：相続について考えよう
１　相続とは
　西郷隆盛が「子孫に美田を残さず」と言ったという話があります。死んだ親の財
産をめぐって子供らが争い、あるいは、子供らが親の財産をあてにして自立心が損
なわれることを危惧した言葉として受け止められています。
　さて、私たちは親が死ねば子らが親の財産を相続することを当然のことと考えて
います。しかし、そもそも、何故、親が死ねば子らが親の財産を引き継ぐのでしょ
うか。その根拠はどのように考えたらいいのでしょうか。
２　相続の根拠
　相続の根拠については色々な見解があります。ただ、どの見解も私的な所有財産
を認めることが前提になります。
　意思説は、自分の財産は自分の意思で自由に処分することができる（私的自治と
いいます。）ことを重視します。遺言相続を原則と捉える立場で、近代的な香りが
します。しかし、わが国では遺言相続が少なく、法定相続が原則であることから説
得力に欠けるという批判があります。
　世代を通じて縦の共同体を重視する見解もありますが、配偶者の相続などの説明
に難があります。
　他方、共同生活を営む者同士の横の共同体を重視する見解もありますが、別居中
の配偶者の相続権の説明などに難があります。
　いずれの説も一長一短で、一つの見解で相続全体を完全に説明することは困難な
ようです。
３　我が国の相続制度
　⑴明治民法
　　　我が国は、明治になり、外国と渡り合うために法制度を急いで整備する必要
　　に迫られ、外国の法制度を次々と輸入しました。そのようにしてできた民法に
　　相続の規定が設けられました。当時は、家督相続と嫡出の長男を優先する相続
　　制度で、封建制の色彩の強いものでした。
　⑵現行民法
　　　戦後、新憲法が制定されると、個人の尊厳と両性の本質的平等にもとづき、
　　明治民法は全面的に改正され、家督相続の廃止、配偶者相続権の重視、均分相
　　続制といった現在の民法ができました。
　⑶その後の改正
　　　昭和５５年の改正で配偶者の相続権が３分の１から２分の１に引き上げられ
　　ました。さらに、平成３０年の改正で、配偶者の居住権が定められるなど配偶
　　者の立場が強化されました。
４　以上のように相続制度は、その時代の要請を受けながら、進化を続けていると
　　言えます。

ド
田
舎
　
最
高
。

誰
も
知
ら
な
い
、古
代
が
眠
っ
て
い
る
。

向
町
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

　

会
長　

余
更
庵
（
野
㟢　

茂
宏
）

田野地区
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◆
大
淀
地
区
・
大
坪
南
な
か
よ
し
会壹

岐　

節
子

楽
し
夢
め
ざ
め
さ
せ
た
る
秋
の
雷ら
い

菊
の
香
に
包
ま
れ
友
の
旅
立
ち
ぬ

訪
ね
来
し
人
に
自
慢
の
額
の
花

ゆ
う
便
夫
手
渡
す
笑
顔
秋
の
風

み
か
ん
山
あ
り
し
古
里
山
笑
う

◆
大
宮
地
区
・
下
北
方
町
平
和
会

岡
崎　

照
明

「
月
下
美
人
」

春
雨
や
榾
木
の
茸
動
き
だ
し

散
る
桜
路
面
に
描
く
点
描
画

花
散
る
や
木
下
を
さ
く
ら
色
に
染
め

青
き
踏
む
万
葉
人
の
歌
碑
廻
り

酌
み
交
は
し
月
下
美
人
の
開
花
待
つ

秋
初
め
牧
草
ロ
ー
ル
並
び
立
つ

玉
砂
利
の
踏
み
音
続
く
菊
花
展

枯
れ
菊
を
束
ね
し
指
に
香
の
残
り

助
太
刀
を
夫
に
恃
み
て
南
瓜
割
る

当
り
待
つ
釣
り
場
で
仰
ぐ
天
の
川

◆
生
目
台
地
区
・
た
か
ら
会

濱
田　

睦
子

ジ
リ
ジ
リ
と
日
ざ
し
食
い
込
む
両
足
に

　

心
地
良
さ
染
み
る
ロ
コ
モ
体
操

高
令
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
励
む
時

　

必
ら
ず
あ
る
の
が
意
見
の
相
違

踏
み
そ
う
な
ダ
ン
ゴ
虫
ひ
と
つ
避
け
な
が
ら

　

サ
ン
ス
ベ
リ
ア
に
触
れ
て
み
る
朝

チ
ロ
チ
ロ
と
鳴
る
風
鈴
に
寄
せ
ら
れ
て

　

見
入
れ
ば
外
は
茜
あ
か
ね

色
な
り

転
勤
の
苦
楽
を
共
に
し
て
来
た
亡つ

ま夫
は

　

今
は
懐
か
し
過
去
の
人
か
な

つ
く
だ
に
の
袋
が
開あ

か
ぬ
と
な
げ
く
我
れ

　

封
を
切
ら
ず
を
歳
の
せ
い
し
て

◆
清
武
地
区
・
岡
老
人
ク
ラ
ブ

森
田
セ
ツ
子

「
コ
ロ
ナ
禍
の
日
々
」

大
丈
夫
か
東
京
在
住
の
孫
曾
孫

　

今
日
も
聴
く
感
染
爆
発

自
粛
中
の
運
動
公
園
に
打
球
音

　

子
等
の
声
無
く
夏
休
み
了

飛
行
士
ら
コ
ロ
ナ
感
染
止
し
て
く
れ
と

　

手
を
挙
げ
笑
み
て
地
球
発
射
す

海
洋
は
大
空
ま
で
に
膨
ら
み
て

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
沈
め
て
呉
れ
む
か

「
息
軒
生
家
と
記
念
館
」

筆
を
持
つ
息
軒
像
の
真
面
目
さ
よ

　

書
道
漢
詩
に
頭
を
下
ぐ
る

息
軒
の
「
三
計
の
教
え
」
唱
え
つ
つ

　

書
道
吟
な
す
高
校
生

息
軒
の
か
る
た
大
会
に
集
い
つ
つ

　

清
武
を
知
る
子
等
の
眼
差
し

生
家
傍
に
古
木
梅
咲
く
記
念
館

　

訪
ね
来
て
知
る
息
軒
偉
業

◆
清
武
地
区
・
南
加
納
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

石
川　

定
雅

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

忘
年
会
新
年
会
は
よ
し
と
す
る

　

影
の
群
団
コ
ロ
ナ
の
指
示
か

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
一
歩
一
歩
が
重
く
な
る

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
重
石
に
な
り
て

す
ね
坊ぼ

ず主
と
肩
が
同
時
に
文
句
言
う

　

コ
ロ
ナ
禍
の
時
遠
慮
も
せ
ず
に

老
い
た
れ
ば
踏
み
出
す
一
歩
は
砂
利
の
道

　

コ
ロ
ナ
と
マ
ス
ク
が
恐
怖
の
石
こ
ろ

過
ぎ
去
れ
ば
85
回
の
誕
生
日

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
と
新
た
な
出
会
い

コ
ロ
ナ
禍
に
飛
び
交
う
鳥
の
集
団
に

　

行
動
自
粛
の
規
制
は
な
し
か

コ
ロ
ナ
菌
な
ぜ
な
ぜ
な
ぜ
と
謎
ば
か
り

　

八
十
路
入
り
て
も
疑
問
の
日
々
が

舞
い
込
み
し
コ
ロ
ナ
変
異
種
デ
ル
タ
株

　

ま
だ
ま
だ
続
く
株
価
高
騰

吸
う
て
吐
く
吐
い
て
は
吸
う
の
コ
ロ
ナ
禍
で

　

マ
ス
ク
の
中
も
酸
素
が
不
足

世
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
変
種
広
が
り
て

　

丸
い
地
球
は
ウ
イ
ル
ス
の
巣
に

◆
大
宮
地
区
・
下
北
方
町
平
和
会

富
永　

政
美

「
知
覧
」

一　

日
の
本　

男
と
生
ま
れ
来
て

乙
女
の　

素
肌
も
知
ら
ぬ
ま
に

敵
艦　

め
が
け
て　

体
当
た
り

若
い　

命
が　

散
り
ま
し
た

ち
ら
ん　

知
覧
と　

言
う
け
れ
ど

知
覧
は　

や
っ
ぱ
り　

可
愛
そ
う

二　

日
の
本　

女
お
な
ご

と
生
ま
れ
来
て

男
の　

力
も
知
ら
ぬ
ま
に

男
が　

ど
ん
ど
ん
死
ん
で
ゆ
く

私
も　

八や

そ

か
十
歳
に
成
り
ま
し
た

ち
ら
ん　

知
覧
と　

言
う
け
れ
ど

知
覧
は　

や
っ
ぱ
り　

可
愛
そ
う

三　

国
が
破
れ
て　

山
河　

あ
り

季
節
は
め
ぐ
り
て　

い
ま
は
春

草
花
多
く　

緑
な
す

空
は
あ
を
空　

い
い
天
気

ち
ら
ん　

知
覧
と　

言
う
け
れ
ど

知
覧
は　

や
っ
ぱ
り　

可
愛
そ
う

　

前
回
の
当
広
報
紙
は
七
月
に

発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

五
度
目
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が

発
生
し
て
し
ま
い
、
市
老
連
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
各
種
会
議
を
中

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

十
月
に
入
り
感
染
ピ
ー
ク
も

下
火
に
な
り
は
じ
め
、
宮
崎
市

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会
・
若
手

委
員
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
は
中
止
と
せ
ず
に
済
む
よ
う

で
す
。
ま
た
、
地
区
老
連
や
単

老
の
会
長
さ
ん
よ
り
、
研
修
旅

行
や
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な
ど
の
計

画
を
お
聞
き
す
る
こ
と
も
多
く

な
り
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
時
代
の
活

動
が
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
一

年
の
経
験
・
知
見
を
交
え
な
が

ら
、
楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
を
取

り
戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
次
第
で
す
。

　

そ
し
て
広
報
紙
「
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
宮
崎
市
だ
よ
り
」
が
、

に
ぎ
わ
い
あ
る
紙
面
に
な
る
よ

う
、
皆
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。（

事
務
局
）

◆
田
野
地
区
・
合
又
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

藤
井　
　

渡

「
紺
の
朝
顔
」

い
っ
し
ん
に
歌
を
つ
く
り
て
五
十
年
浦
島
太
郎
の
如
き
晩
年

盆
提
灯
も
ら
ひ
そ
こ
ね
て
祖
父
の
背
に
駄
駄
を
こ
ね
し
は
遠
き
日
の
こ
と

一
日
の
な
が
れ
は
早
し
百
歳
ま
で
あ
と
十
年
と
思
ひ
を
り
し
が

九
十
歳
と
な
り
た
る
吾
の
な
す
仕
事
炊
事
洗
濯
ご
み
の
分
別

水
道
の
蛇
口
閉
め
よ
の
張
り
紙
す
握
力
の
な
き
わ
が
い
ま
し
め
に

い
つ
ま
で
も
わ
れ
は
昭
和
の
男
な
り
梅
ぼ
し
ひ
と
つ
お
茶
づ
け
の
海
苔

コ
ロ
ナ
禍
に
家
に
こ
も
れ
ば
庭
先
に
移
動
ス
ー
パ
ー
の
自く

る

ま
動
車
と
ま
り
ぬ

小
作
農
の
む
か
し
思
へ
ば
な
ん
の
そ
の
リ
ュ
ッ
ク
に
つ
め
し
に
が
瓜
を
売
る

あ
ら
草
を
踏
み
て
除
草
剤
ま
き
て
ゆ
く
背
な
に
重
た
き
噴
霧
器
負
ひ
て

あ
が
な
ひ
し
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
花
の
苗
さ
し
芽
で
ふ
や
す
わ
れ
の
魂
胆

花
に
寄
る
こ
こ
ろ
は
た
の
し
灯と
も
し
び火
を
灯
す
が
如
き
千
日
紅
の
花

い
づ
こ
よ
り
な
が
れ
し
も
の
か
つ
ち
固
き
路
肩
に
ひ
ら
く
紺
の
朝
顔

連
日
の
雨
に
季
節
を
た
が
へ
し
か
八
月
な
か
ば
に
た
ま
す
だ
れ
咲
く

羽
と
ぢ
し
交
尾
の
蝶
の
落
ち
て
く
る
杖
つ
き
歩
く
歩
道
の
上
に

雨
の
慕
情
唄
ふ
八
代
ア
キ
屋
外
ス
テ
ー
ジ
の

　

雨
に
濡
れ
を
り
ド
レ
ス
濡
ら
し
て
（
田
野
町
運
動
公
園
）

編
集
後
記



（ 12 ）第 87 号令和３年（2021年）11 月 30 日発行 さんさんクラブ宮崎市だより

　

梅
雨
の
晴
れ
間
が
覗
い
た
七

月
三
日
、
昨
年
に
続
き
二
回
目

の
七
夕
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。

一
カ
月
前
か
ら
お
願
い
し
た
会

員
の
中
に
は
「
チ
ラ
シ
を
使
っ

た
大
き
な
網
飾
り
を
つ
く
っ

た
」（
女
性
会
員
）「
手
の
込
ん

だ
折
り
紙
細
工
を
作
っ
た
」（
男

性
会
員
）
な
ど
自
宅
で
た
く
さ

ん
準
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
別
の
日
に
女
性
部
で
作
っ

た
飾
り
物
も
、
当
日
親
子
会
の

協
力
を
頂
き
、
一
緒
に
飾
り
付

け
ま
し
た
。

　

男
性
会
員
に
は
、
竹
の
準
備

と
飾
り
付
け
を
お
願
い
し
、
昨

年
よ
り
二
本
多
い
八
本
の
笹
竹

を
三
角
公
園
に
飾
る
と
、
出
来

栄
え
は
昨
年
の
数
倍
で
し
た
。

　

今
年
は
お
天
気
も
味
方
し
て

く
れ
、
き
れ
い
な
形
で
一
週
間

飾
る
こ
と
が
で
き
て
、
回
収
す

る
と
き
に
は
惜
し
い
気
持
ち
が

し
ま
し
た
。

　

毎
朝
様
子
を
見
に
行
き
ま
し

た
が
、
飾
り
物
が
ほ
と
ん
ど
落

ち
て
い
な
く
、
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。「
鮮
や
か
だ
っ
た
の
で
写

真
を
撮
っ
て
友
人
に
送
り
ま
し

た
」
と
か
「
あ
ま
り
に
も
素
敵

な
の
で
毎
日
近
く
に
腰
掛
け
て

眺
め
て
い
ま
す
」「
見
て
い
る

だ
け
で
気
持
ち
が
ゆ
っ
た
り
し

ま
す
」
な
ど
称
賛
の
言
葉
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
、
会
話
を
す

る
の
も
楽
し
い
日
課
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

見
て
い
る
だ
け
で
、
こ
ん
な

に
爽
や
か
で
健
や
か
な
気
分

に
な
れ
る
人
が
多
い
七
夕
飾
り

が
、
来
年
も
続
け
ら
れ
た
ら
う

れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

田
野
町
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
に
五
年
間
参
加
し
て

い
ま
す
が
、昨
年
は
「
優
良
賞
」

で
し
た
が
今
回
初
め
て
「
優
秀

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ

も
若
手
委
員
の
尾
割
利
秋
さ
ん

や
副
会
長
の
日
髙
敏
雄
さ
ん
を

中
心
と
し
た
会
員
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

上
学
ノ
木
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
は
、

毎
年
花
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
応
募
で
し

た
が
、運
良
く
「
審

査
委
員
奨
励
賞
」

を
受
賞
で
き
ま
し

た
。

　

私
の
所
属
し
て

い
る
上
学
ノ
木
さ

ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
は
、

花
づ
く
り
の
好
き

な
女
性
が
最
近
二

人
、
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
に
新
加

入
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

花
の
好
き
な
十
名
の
女
性
た
ち

で
す
。

（
上
学
ノ
木
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　このたびは、さんさんクラブ宮崎市だより第87号へ広告のご協賛を賜り、
誠にありがとうございました。こうして無事に発行することができますのも、
ひとえにスポンサーの皆様方のご厚情の賜物と深く感謝しております。
　今後もより良い新聞づくりに向け、努力精進してまいりますので、ご支援
のほどよろしくお願いいたします。

さんさんクラブ宮崎市

広告にご協賛いただいた皆様への御礼

広瀬地区

田野地区

sansanclub-m
iyazaki-city sansanc

lu
b-

m
iy

az
ak

i-city

小
牧
台
福
寿
会　女

性
部
長　

宮
部　

恵
子

田
野
町
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長　

西
田　

英
介

日南学園高等学校「宮崎穎学館」の生徒
さんたちと花植えをしているところ。世
代間交流の場にもなっています。

（田野町さんさんクラブ連合会）


